Lesson1
Mottainai

part1
,which


カンマ＋whichは関係代名詞の継続用法（非制限用法）
more than～

～以上
first 名 to+原形
～した最初の名　
what she really liked is that～
whatは関係代名詞「~なこと、もの」




thatは接続詞「～なこと」
depend on～

～に頼る
address～

～に取り組む
are to do

「be to～」で「～しなければいけない、～するべき」

part2
be made up of～

～から成る、～からできている

make the best of～
～を最大限に利用する
above all

とりわけ、何よりも
for good


永久に

spent～on…

(時間・お金など)～を…に使う
on the part of～

～の側の

those who～

～な人々
That is why～

＝So　「だから」

users’


usersの所有格

let＋目的語＋原形
（つい、うっかり）～を…してしまう

go to waste

無駄にする

a matter of～

～ということ

give up


諦める
part3
by accident

偶然、うっかり

having spilt it

[分詞の完了形]←feelよりもspillの方が以前であることを明示




もし、spillとfeelが同時なら「spilling it」と普通の分詞にする。

careless⇔careful
on the surface

表面的には
on the other hand
一方で

it take+時間

～（時間が）かかる

in seeking

in ～ing　で　「～しているときに」

make O C

OをCにする
on their fullest

最大限に
part4
listen to O+原形

[知覚動詞（感覚動詞）]Oが～するのを聞く

let me+原形

私に～させてください

fly to and from～

飛んで～まで行ったり来たりする

,carrying

カンマ＋～ingは[分詞構文]　～しながら、～して

put out


（火を）消す
get overwhelmed by～
overwhelmの受動態。




be＋過去分詞→状態に重点。　get＋過去分詞→動作に重点
make a difference
違いを作る。→変化をもたらす
Lesson2
A Fast-food Star

Part1

what kind of～

どんな種類の～
would like to～

～したい

think of～

～を思いつく

following～

～の後

form a line

列を作る、列になる

stand ～ing

～しながら立つ、立って～する
hit upon～

～を思いつく

the idea of～

～という考え[同格のof]

watch his wife cook
[知覚動詞（感覚動詞）]　watch + O +原形

trial and error

試行錯誤

succeed in　～ing

～に成功する

go on sale

発売になる
Part2

make A into B

AをBにする
make it possible to～
～することを可能にする

come up with～

～を思いつく

the idea of～

～という考え[同格のof]

in the hope of～

～という希望で、～を希望して[同格のof]

break ～ into pieces
～を細かく砕く

too A to B

AすぎてBできない

easy to＋原形

～しやすい、～するのが簡単

Part3
the amount of～

～の量
thirteen times

13倍

most of～

～のほとんど

fit in with～

～に適する
part4

far from～

～から遠い

so that S can V

SがVできるように
a little bit

少し

get around

解決する
take ～ with him
～を持っていく
Lesson3
The Wonderful World of Smells

Part1

not A just because B
BだからといってAというわけではない

must have + 過去分詞
～したにちがいない
may have + 過去分詞
～したかもしれない

sense of smell

嗅覚

become interested in～
～に興味を持つ。(be interested in～に興味がある)

happen to～

偶然～する

give off


(香り、煙、気体などを)発する、発生する、放つ、放出する
put A on B

AをBにつける
make O C

OをCにする

in fact


実際に
tomb


発音は［トゥーム］

Part2
look for～

～をさがす
～as well

～も
smell out

香りで探し出す

on the other hand
一方で
school


(魚などの)群れ

other uses

uses(ユースィズ)は名詞のuse(ユース)の複数

up to～


～まで

～in which it was born
自分が生まれた～[前置詞つきの関係代名詞]a
thousands of kilometers away
何千キロメートルも離れて

How about～

～はどう？

in kimono

着物を着て[inは身につけていることを表す]

,who is ～ beauty,
２個のカンマで日本語のカッコを表す。

be famous for～

～で有名

may have + 過去分詞
～したかもしれない

not because A but because B
Aだからではなく、Bなので

Part3
most～


ほとんどの～

and so on

など
be made from～

～から作られる

few in number

数が少ない(in～→～の点について)

the number of

～の数

artificial ones

onesはfragrancesを指す
keep O C

OをCに保つ
a day off


休日

at its best

最高の状態

Only～


[倒置]もとの文はThey can ～ only one day before～
in good condition

良い状態に、良い状態で

Part4
some～、others…

～なものもあるし、…なものもある
help O + 原形

Oが～するのに役立つ、助ける
both A and B

AとBの両方

not necessarily 

必ずしも～というわけではない

wrap up


まとめる
owe A B


A(人)にB(金額)の借りがある。AにBを支払うべき。

Oh yes, you did.

いいえ、あなたはやりました。「yes」は貧しい男のセリフを肯定し




ているのではなく、「buy」を肯定している。
why don’t you～

～したらどうですか
Lesson4
Me, Quit?
Never

Part1

out of the blue
突然、晴天の霹靂

no ～ at all
全然～がない

quite

(副)かなり

remember　～ing
　～したことを覚えている

remember to～
忘れずに～する

in a few seconds
数秒で

turn red

赤くなる

be in control
コントロールされている

a kind of～
～のような

yet not～
しかし～ではなく

get attacked
襲われる

away

離れる、離れている

keep ～ing
～し続ける

over and over
何度も

get to～

～へ行く、着く

Part2
as cool as a cucumber
非常に冷静

, where

[関係副詞]そこで、その場所で

make it

たどりつく

this far

こんなに遠くまで

focus on～
～に集中する、焦点を合わせる。

according to～
～によると

be likely to～
～しがち、～しそう

leave O C
OをCのままにしておく

make sure that SV　　SがVであるのを確かめる

come to

意識を取り戻す、意識が戻る

Part3
How would you

wouldは仮定法を表す。




would look over

wouldは過去の習慣を表す。「よく～した」




look over ～をながめる

used to be

以前はあった

for a while

doubt that　SV

SがVであることを疑う（SはVでないと思う）

since


＝because

stay close to～

～のそばにいる

take part in～

～に参加する

the possibility of～
～の可能性

stood behind me

私を支持した

as ～ as possible
できる限り～

get well


良くなる

Lesson5
Strange but True

part1
be full of～

～でいっぱい

the following～

次の～

all the time

古今を通じて、昔から

not only A but (also) B
AだけでなくBも

come out

出版する
the strange thing is that SV
奇妙なことはSがVであることだ

～as well

～も

stand out in ～’s mind
～の心に残る、印象に残る

bring up～

～を取り上げる(記者が記事として)

Part2

call for～

～が必要、～を要求する

worn-out

使い古しの、すり切れた

dozens of～

何十もの～

形容詞＋looking

～に見える

so ～ that SV

とても～なので

take off


脱ぐ

turn inside out

裏返す

late～


死んだ～、故～

belong to～

～に属している、～のも

Part3
How do you like ～
～はどう？（意見や感想を聞く）

what about＋名詞
～はどう？（前に関連した新しい話題を取り上げる）

point a finger at～
～指をさす　→　非難する
for～


～が原因で、理由で

take place

起こる

in fact


実際に

an hour


１時間あたり

Part4
way


点

get into trouble for～
～で困ったことになる

there was no excuse for ～ to…
～が…したことの言い訳にはならなかった

feel sorry for～

～に申し訳ないと感じる

Lesson6
No Pet Raccoons, Please!

Part1
can～


～なこともある。（可能性）

rarely


めったに～しない

out of control

コントロールできない、制御できない

influence on～

～への影響

Part2
covered


[分詞]

be introduced into～
～に導入された

worry that　SV

SがVであるという心配　[thatは同格を表す]

worry about～

～について心配する

put ～ on the list

easy one


簡単なもの
one＝decision

Part3
help A with B

AのBを手伝う、助ける

for the purpose of ～ing
～することを目的として　⇒　～するために

in fact


実際に
the use of～

～の使用　[use(名詞)の読み方はユース]

Part4
compete with～

～と競争する、争う、競合する

naturally

[文修飾の副詞]SがVなのは当然だ




＝It is natural that S V

be responsible for～
～に責任がある。～の原因になる。

importance

importantの名詞形

need to be～

～される必要がある

Lesson7
Why Don’t We Ride Bikes?

Part1

with～


～といっしょに、～が付属した、～によって

the question was whether～
～かどうかが問題だった。

, which


そしてそれ[関係代名詞の非制限用法（継続用法）]

比較級＋and＋比較級
ますます～、だんだん～

the＋比較級＋SV, the＋比較級＋S’V’,　～すればするほど…

to be called

～されるべき[不定詞の形容詞的用法＋受動態]

～sized


～な大きさの

Part2
help +O+原形

Oが～するのを助ける、役立つ

has helped

[現在完了（継続）]

in turn


今度は、同様に、順番に

the first person to～
～する最初の人

it is natural that S+原形
SがVするのは当然（自然）だ。




[Sのうしろには訳さないshouldが省略されている。]

play a～part

～な役割を演じる

run～


～を経営する

using


[分詞構文(usingの前にカンマが省略されている。)]

, which～, 

[日本語のかっこの働き]

Part3
good for～

～に適した

thanks to～

～のおかげで

on the way

後ろに関係副詞のhowが省略されている。

S+EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(アラウ),allow)+人+to+原形
Sは(人)が～することを可能にさせた。[無生物主語]




→Sのおかげで(人)は～できるようになる。

Part4

less


littleの比較級。little - less - least

less than～

[more than～の反対]～以内、～以下
in terms of～

～の観点から、～の点から

～’s worth of…

～の分量の…

gasoline could

couldは仮定法(→仮定の意味が含まれている)

may well+原形

たぶん～だろう

Part5

get rid of～

～を取り除く、解消する

help+原形

～するのに役立つ

to and from～

～の行き帰り

get+O+C

OをC（の状態）にする

be likely to+原形

～しそう、～しがち、～しやすい

why don’t you～？
～しましょう

Lesson8
What Is an Illusion?

Part1

指示語が多いので注意

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(ビリーフ),belief)


believeの名詞形

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(パーセプション),perception)

perceiveの名詞形

not always

[部分否定]いつも～とは限らない
※全体否定はnever

Didn’t you～

[否定疑問文→答え方に注意]

for some time

しばらくの間
※sometimesは「ときどき」

as if


[仮定法]まるで～のように




　　　　※普通の仮定法と違って、事実かどうかわからないときでも使える。

have ～on


身につけている

S is said to be～

Sは～と言われている。　※They say that S Vの受動態。

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(アパーレントリー),apparently)(副詞)

appearの副詞形。①(実際はともかく)見たところでは、②明白




appear to＋原形　～のように見える

simplicity(名詞)

simple(形容詞)の派生語

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(ストレイト),straight) line

直線⇔curved line

yet(接続詞)

しかしそれでも

can～


[可能性のcan]～なこともある。
in such a way as to＋原形
～するようなしかた（方法）で。

be aware of～

～に気付いている

lead to＋名詞

～をもたらす

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(パーセプチャル),perceptual)(形容詞)
perceptionの派生語。

Part2
That’s why～

そのために、それで、

impression that～
[同格のthat]～という印象

it does


doesは代動詞(一般動詞の代わり)＝exsits

that is


すなわち、つまり

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(クロウジャー),closure)(名詞)

closeの派生語。閉じること。囲い込むこと。

complete(動詞、形容詞)
(動)完全なものにする、(形)完全な　⇔　incomplete

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(アラウ),allow)+人+to+原形
…が～できるようにする、…に～させる　(allow：許可する）

see A as B

AをBとみなす

A rather than B

BというよりはA

well off


（ものが）ある、存在する。

Part3
fill A with B

AをBで満たす

the other ～s

残りの～

the others

残りのもの

have checked

過去完了になっているが、過去形でもOK




(※過去完了プリント参照)

so that～

～するように、can, will, mayなどを伴うことが多い。




(参考)so A that B　「とてもAなのでB」

ask+(人)+to+原形

～に…するように頼む

judge A to be B

AをBだと判断する。→受動態だと　A is judged to be B

even EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(ゾウ),though)

たとえ～だとしても(＝even if)

they all


それらはすべて

in part


一部分、ある程度

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(プリペア),prepare) O to do

Oに～する準備をさせる、心構えをさせる

since～


～なので

go up


上がる

on the other hand
一方で

have a difficult time～ing
～することで苦労する

so A that B

とてもAなのでB

think it EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(ダウトフル),doubtful) that～
～を疑わしいと思う(形式目的語)

Part4
interpretation

解釈[←interpret(動)解釈する]

a single～

a＝oneの強調

depend on～

～による。　[今回は分詞になって、interpretationを修飾]

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(ウェザー),whether) A or B

AかBか　[whether A or notだと「Aかどうか」]

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(フォウカス),focus) on～

～に焦点をあてる、～に集中する

well-known(形)

よく知られた

either A or B

AかBのどちらか[単数扱い]




(参考)AとBの両方
both A and B




(参考)AもBも～ない
neither A nor B

looking at


[ここでは分詞]

take a look at～

～を見る＝loot at～　[この熟語のlookは名詞]

in the middle of～
～の真ん中に

can be～


～になりうる[(論理的)可能性のcan]

not all～


[部分否定]すべての～が…とは限らない

the eye


[the+単数名詞で「～の持つ性質」]

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps12 \o(\s\up 9(フェアリー),fairly)


かなり

for a while

しばらくの間

run over～

～の上に水をかける[runは「液体が流れる」]

one , the other

一方、他方

Part5
have to do with ～
～と関係がある。




have nothing to do with～　～と関係ない。

have trouble ～ing
～することに苦労する

generally speaking
一般的に
tend to～

～しがち、～する傾向がある

as a whole

全体として

instead of～

～のかわりに

the way


= the way how(関係副詞)　～なように

have an experience
経験する

human beings 

人、人類

out there

＝in the external world

be based on～

～に基づく

not always

[部分否定]いつも～であるとは限らない




[全体否定]いつも～ではない。＝never

couldn’t it be that～
couldn’t～？…～なのではないだろうか。（可能性のcan）




もとはit could be that～。「～なこともありうる」




thatは接続詞「こと」

in the same way as～
～と同じように

who knows

誰が知っているのか。いや誰もしらないだろう。（反語）

Lesson9
Isamu Noguchi

Part1

all over the world
世界中で

try to＋原形

～しようとする

bring out～

～をひきだす

choose A as B

AとBとして選ぶ。　EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(チューズ),choose) - EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(チョウズ),chose) - EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(チョウズン),chosen)
represéntative(名)
代表者。represent(動)「代表する、表す」の名詞形

hold


（会議、大会、イベントなどを）開く、つかむ

every two years 

2年ごとに

go to+人


(賞・地位などが)(人)に与えられる。

those who～

＝those people who～　～な人々

make contribution
貢献する。　→make great contribution大きく貢献する

lead a～life

～な生活を送る

seem to have＋p.p.
～したようだ[完了不定詞→述語動詞よりも古い時制を表す]

think of A as B

AをBと思う　＝　think A to be B ＝ think A B

Being～
,

[分詞構文]～なので、～だが、～で
nowhere


どこも～ない　(no + where)

a man without～

～を持たない人

Part2
raise～


～を育てる

on her own

彼女ひとりで

have a difficult time
＝have a hard timeつらい目に会った

give up

hope of～

～という希望　[同格のof]

want+(人)+to+原形
(人)に～してほしい

advise+(人)+to+原形
(人)に～するように助言する

get to+原形

～するようになる

suggest that S＋原形
SがVするように提案する。




[原形の前に訳さないshouldが隠れている]

Part3
before　～ing

～する前に。　このbeforeは前置詞

describe A as B

AをBと(して)表現する、説明する。

make a living

生計を立てる

get tired of～

～に飽きる　(参考)be tired of～に飽きている

A visit gave him～
[無生物主語]訪問が彼に～を与えた。




→訪問することで、～した。～できるようになった。

Part4
regrétted

短強母音＋子音で終わるので、stoppedのようにtがダブる。

not only A but (also)B　
Aだけでなく、Bも




否定の副詞句が文頭にくると、文が倒置になる。

come to＋原形

～するようになる

have ～ in common with…　…と～を共通点に持つ

not A, not B, either
AでもBでもない

It was ～ that　…
[強調構文]　…なのは～だ。

be proud of～

～に誇りを持つ

find O C


OがCであると気づく（発見する）

what is ～ all about
～とはどいうことか

in fact


実際に

be ready to＋原形
～する準備ができている、用意できている

～ as well

＝～too　(～も)

think of A as B

AをBと考える

play a ～ part

～な役割を演じる（果たす）

for the rest of ～’s life
～の残りの人生の間　→　～が死ぬまで

Part5
set up～


～を立てる、築く

a symbol for～

～を表す記号

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(スィーム),theme)


テーマ

a living being

生き物

EQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(コンバイン),combine) A with B
AとBを結び付ける。　名詞形はEQ \* jc0 \* "Font:Century" \* hps10 \o(\s\up 9(コンビネーション),combination)
whether A or not

Aであろうとなかろうと

feel at home

くつろぐ

it was ～ that…

[強調構文]　…なのは～だった

can see～

～がわかる、わかった

Option 3  The great dictator

 申し訳ないが、私は皇帝になんかなりたいとは思わない。そんなことには興味がない。私は誰かを支配しようとは思わないし、征服したいとも思わない。できるのならば私はすべての人を助けたい。ユダヤ人も、キリスト教徒も、黒人も、白人も。私たちはみんなお互いを助けたいと思っている。人間とはそういうものだ。私たちはお互いが幸せだと判断したことに基づいて暮らすのであって、お互いの苦痛に基づいてに暮らすのではない。私たちはお互いを憎んだり軽蔑したりしたくない。この世界にはすべての人が住む土地が十分にある。望ましい地球は豊かでありすべての人を養うことができる。

　自由で楽しい生き方が許されているはずなのに、私たちは道を失ってしまった。欲張る心が人の魂をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けが),穢)し、世界を憎しみで覆い、悲惨（な状況）と流血を招いた。乗り物は速くなったが、私たちは閉じこもって（孤独になって）しまった。私たちに富をもたらす（はずの）機械類は私たちを貧困の状態に置き去りにしてしまった。知識のせいで私たちは冷淡になり、賢さのせいで私たちは冷酷で不親切になってしまった。思想だけがあって、感情がなくなってしまった。賢さよりも私たちはいたわりや優しさが必要だ。それらの品性がなければ、生活はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すさ),荒)み、すべてが失われてしまう。

 飛行機とラジオのおかげで私たちはより近く結びつくことができるようになった。これらの発明のまさにその本質は人の良心によびかけ、皆が持つ友愛の心に呼びかけ、世界を一つにすることができる。まさに今この瞬間にも私の声は世界中の何百万のもの人々、何百万人もの失意の男性、女性、小さな子どもたち、人々を苦しめたり無実の人々を投獄したりする（政治）体制の犠牲者たちに届いている。

　私の声が届く人たちに言いたい。「絶望してはいけない。」今私たちを襲っている不幸は貪欲が一時的に通過しているに過ぎないし、それは、人類の進歩を恐れる者の悪あがきにしか過ぎない。憎しみは消え去り、独裁者は（いつか）死ぬ。その者たちが人々から奪った政権は人々に戻ってくる。人がいつかは死ぬ運命であり、自由は決してなくならない。
　兵士たちよ！人でなしに身を捧げてはいけない。君たちを軽蔑し、君たちを奴隷のように使い、君たちの生活を、行動・思考・感情を統制し、君たちを訓練し、君たちに餌を与え、君たちを家畜のように扱い、君たちを大砲のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えじき),餌食)にする、そんな訓練をさせる連中に身を捧げてはいけない。

　この人でなしの連中に君たちの身を捧げてはいけない。機械の頭と機械の心を持った機械人間なんかに。君たちは機械なんかではないんだ。君たちは家畜ではない。君たちは人間なんだ。君たちの心には人に対する愛を抱いている。君たちは憎んだりはしない。愛されたことがない者たちだけが人を憎むのだ。愛されたことがない人でなしだけが。

　兵士たちよ！　奴隷制度のために戦っていけない！　自由のために戦うのだ！「神の王国は人の内にある。」と聖書のルカ伝17章に書かれている。それは一人の人間の中にではなく、一つのグループの中にでもなく、すべての人の中にあるのだ！君たちの中にあるのだ！君たち普通の人たちがその力を持っているのだ！機械を創り出す力、幸せを創り出す力を持っているのだ！君たち普通の人たちがこの生活を自由で美しくする力を、この生活を素晴らしい冒険へと変える力を持っているのだ。そして、民主主義の名のもとにその力を使おうではないか。団結しようではないか。新しい世界へ向かって、ともに戦おう、人が働く機会を手にする世界へ、若者が未来を手にし、お年寄りが保障を手にする適切なきちんとした世界へ向かって。
　これらのことを約束することで、独裁者たちは力を手にする。しかし、独裁者は嘘をつく。彼らは約束を果たさない。彼らは決して約束を守らない。独裁者たちは自分勝手にふるまう一方で、民衆を奴隷扱いする。

　さあ、その約束を果たすために戦おう。世界を解き放ち、（国どうしを分けEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へだ),隔)てている）国境をなくすためにいっしょに戦おう。貪欲も憎悪も不寛容も追放してしまおう。良識のある世界へ向けて共に戦おう、科学や進歩がすべての人々の幸福へと結びつく世界へ向けて。兵士たちよ、民主主義の名のもとに、共に戦おう！！

　ハンナ、聞こえるかい？　たとえ君がどこにいたとしても、元気を出すんだ！見上げてごらん！ハンナ！雲は遠ざかっていく。日差しが差し込んできている。私たちは暗闇を抜けて光あふれるところへ向かっているんだ。私たちは新しい世界へ向かっているんだ、憎悪や貪欲や暴力から抜け出す世界へ向けて。元気を出して、ハンナ！人の魂はずっと翼を持ち続け、最後には飛びだすんだ。虹の中へ向けて飛んでいるんだ、希望の光の中へ、未来へ。君や私や私たちみんなが持つ輝く未来へむけて。見上げるんだ、ハンナ！元気を出そう！
